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(57)【要約】
【課題】　アンテナの使用状態に応じた送信電力を最適
に制御することが可能な情報処理装置および情報処理装
置の制御方法を提供する。
【解決手段】　回動可能なディスプレイユニット１２に
内蔵されたアンテナ２０１、２０２のアンテナゲイン値
を記憶しておき、ディスプレイユニット１２の状態の変
化に応じたアンテナゲイン値を読み出して設定する。
【選択図】　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、
　前記本体に接続され、回動可能なディスプレイユニットと、
　前記ディスプレイユニットに内蔵されたアンテナと、
　前記ディスプレイユニットの状態を検出する検出部と、
　前記ディスプレイユニットの状態に応じた前記アンテナのゲイン値を記憶する記憶部と
、
　前記検出部によって検出された前記ディスプレイユニットの状態に応じて、前記記憶部
から前記アンテナのゲイン値を読み出して設定する設定手段と、
を具備することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記設定手段は、前記ディスプレイユニットの状態に応じて、前記アンテナの最大送信
電力を設定することを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記ゲイン値は、周波数のチャネルごとに前記記憶部に記憶されていることを特徴とす
る情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記検出部は前記ディスプレイユニットが、開いている状態と閉じている状態とタブレ
ットモードとのいずれの状態であるかを検出することを特徴とする請求項１記載の情報処
理装置。
【請求項５】
　本体と、前記本体に接続され、回動可能なディスプレイユニットと、前記ディスプレイ
ユニットに内蔵されたアンテナと、前記ディスプレイユニットの状態を検出する検出部と
、前記ディスプレイユニットの状態に応じた前記アンテナのゲイン値を記憶する記憶部と
を備えた情報処理装置で用いられる制御方法であって、
　前記検出部によって検出された前記ディスプレイユニットの状態に応じて、前記記憶部
から前記アンテナのゲイン値を読み出して、前記読み出されたアンテナのゲイン値に基づ
いて前記アンテナの最大送信電力を設定することを特徴とする制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はパーソナルコンピュータのような情報処理装置に関し、特に無線アンテナユニ
ットを内蔵した情報処理装置および同装置で用いられる制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、無線通信装置等で用いられている無線接続のためのアンテナは、電波の受信
状態等の理由により、電力損失が発生する。特許文献１には、利得の制限値を第１アンテ
ナの使用時と第２アンテナの使用時とで、各アンテナの電力損失に応じた別々の値に変更
するようにしている無線通信装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００２－２９０２６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１に記載された技術では、電力損失に応じて、送信電力を決定
するので、送信電力を常に最大にすることができないという課題があった。
【０００４】



(3) JP 2008-301256 A 2008.12.11

10

20

30

40

50

　本発明は上述の事情を考慮してなされたものであり、アンテナの使用状態に応じた送信
電力を最適に制御することが可能な情報処理装置および情報処理装置の制御方法を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様によれば、本体と、前記本体に接続され、
回動可能なディスプレイユニットと、前記ディスプレイユニットに内蔵されたアンテナと
、前記ディスプレイユニットの状態を検出する検出部と、前記ディスプレイユニットの状
態に応じた前記アンテナのゲイン値を記憶する記憶部と、前記検出部によって検出された
前記ディスプレイユニットの状態に応じて、前記記憶部から前記アンテナのゲイン値を読
み出して設定する設定手段と、を具備することを特徴とする情報処理装置が提供される。
【０００６】
　また、本体と、前記本体に接続され、回動可能なディスプレイユニットと、前記ディス
プレイユニットに内蔵されたアンテナと、前記ディスプレイユニットの状態を検出する検
出部と、前記ディスプレイユニットの状態に応じた前記アンテナのゲイン値を記憶する記
憶部とを備えた情報処理装置で用いられる制御方法であって、前記検出部によって検出さ
れた前記ディスプレイユニットの状態に応じて、前記記憶部から前記アンテナのゲイン値
を読み出して、前記読み出されたアンテナのゲイン値に基づいて前記アンテナの最大送信
電力を設定することを特徴とする制御方法が提供される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、アンテナの使用状態に応じて送信電力を最適に制御することが可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。　
　まず、図１および図２を参照して、本発明の一実施形態に係る情報処理装置の構成につ
いて説明する。この情報処理装置は、例えば、ノートブック型パーソナルコンピュータ１
０として実現されている。
【０００９】
　図１はノートブック型パーソナルコンピュータ１０のディスプレイユニットを開いた状
態における斜視図である。本コンピュータ１０は、コンピュータ本体１１と、ディスプレ
イユニット１２とから構成されている。ディスプレイユニット１２には、ＴＦＴ－ＬＣＤ
（Thin Film Transistor Liquid Crystal Display）１７から構成される表示装置が組み
込まれており、そのＬＣＤ１７の表示画面はディスプレイユニット１２のほぼ中央に位置
されている。また、ディスプレイユニット１２には、無線通信を行うためのアンテナ２０
１、２０２が内蔵されている。
【００１０】
　ディスプレイユニット１２は、コンピュータ本体１１に対して開放位置と閉塞位置との
間を回動自在に取り付けられている。コンピュータ本体１１は薄い箱形の筐体を有してお
り、その上面にはキーボード１３、本コンピュータ１０をパワーオン／パワーオフするた
めのパワーボタン１４、入力操作パネル１５、タッチパッド１６、およびスピーカ１８Ａ
、１８Ｂ、赤外線受信部２０などが配置されている。
【００１１】
　入力操作パネル１５は、押されたボタンに対応するイベントを入力する入力装置であり
、複数の機能をそれぞれ起動するための複数のボタンを備えている。
【００１２】
　次に、図２を参照して、本コンピュータ１０のシステム構成について説明する。
【００１３】
　本コンピュータ１０は、図２に示されているように、ＣＰＵ１０１、ノースブリッジ１
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０２、主メモリ１０３、サウスブリッジ１０４、ＧＰＵ１０５、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１０９
、ＬＡＮコントローラ１１０、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１１１、エンベデッド
コントローラ／キーボードコントローラＩＣ（ＥＣ／ＫＢＣ）１１６、無線通信モジュー
ル２００、アンテナ２０１、２０２等を備えている。無線通信モジュール２００は、Base
 Band回路２０６、アンテナゲイン値等を示すテーブルが記憶されたメモリ２０５、ＲＦ
（Radio Frequency）回路２０４等を備えている。
【００１４】
　ＣＰＵ１０１は本コンピュータ１０の動作を制御するプロセッサであり、ハードディス
クドライブ（ＨＤＤ）１１１から主メモリ１０３にロードされる、オペレーティングシス
テム、および各種アプリケーション等を実行する。また、ＣＰＵ１０１は、ＢＩＯＳ－Ｒ
ＯＭ１０９に格納されたＢＩＯＳ（Basic Input Output System）も実行する。ＢＩＯＳ
はハードウェア制御のためのプログラムである。
【００１５】
　ノースブリッジ１０２はＣＰＵ１０１のローカルバスとサウスブリッジ１０４との間を
接続するブリッジデバイスである。ノースブリッジ１０２には、主メモリ１０３をアクセ
ス制御するメモリコントローラも内蔵されている。また、ノースブリッジ１０２は、ＰＣ
Ｉ　Ｅｘｐｒｅｓｓ規格のシリアルバスなどを介してＧＰＵ１０５との通信を実行する機
能も有している。
【００１６】
　ＧＰＵ１０５は本コンピュータ１０のディスプレイモニタとして使用されるＬＣＤ１７
を制御する表示コントローラである。このＧＰＵ１０５によって生成される表示信号はＬ
ＣＤ１７に送られる。
【００１７】
　サウスブリッジ１０４は、ＬＰＣ（Low Pin Count）バス上の各デバイス、およびＰＣ
Ｉ（Peripheral Component Interconnect）バス上の各デバイスを制御する。また、サウ
スブリッジ１０４は、ＨＤＤ１１１を制御するためのＩＤＥ（Integrated Drive Electro
nics）コントローラを内蔵している。
【００１８】
　エンベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩＣ（ＥＣ／ＫＢＣ）１１６は、
電力管理のためのエンベデッドコントローラと、キーボード（ＫＢ）１３およびタッチパ
ッド１６を制御するためのキーボードコントローラとが集積された１チップマイクロコン
ピュータである。このエンベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩＣ（ＥＣ／
ＫＢＣ）１１６は、ユーザーによるパワーボタンの操作に応じて本コンピュータ１０をパ
ワーオン／パワーオフする機能を有している。
【００１９】
　次に図３は、本発明の情報処理装置の実施形態に係る機能構成を示したブロック図であ
る。
【００２０】
　パーソナルコンピュータ１０は、制御部３０１、記憶部２０５、検出部３０２、送受信
部３０３を備え、これらの有する機能は各種のハードウェアおよびソフトウェアが協同し
て実現される。
【００２１】
　制御部３０１は、アンテナ２０１，２０２に対してのアンテナゲイン値の設定、および
アンテナ２０１，２０２に対しての出力電力の制御等を行う。記憶部２０５には、後述す
るようにアンテナゲイン値等を示すテーブルが記憶されている。ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１０９
等から構成される検出部３０２は、ディスプレイユニット１２の開閉状態を検出する。デ
ィスプレイユニット１２を閉じている状態、開いている状態に加えてタブレットＰＣであ
れば、タブレット状態（ディスプレイユニット１２のＬＣＤ１７を表にして閉じている状
態）等も検出する。送受信部３０３は、無線通信モジュール２００、アンテナ２０１、２
０２等から構成される。
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【００２２】
　次に、図４のフローチャートを参照して、本発明の実施形態に係る情報処理装置を適用
した制御方法について説明する。
【００２３】
　最初に、アンテナの状態毎のゲイン値等示すテーブル作成し、メモリ２０５に記憶する
（ステップＳ４０１）。このテーブルは、ディスプレイユニットの開閉状態、通信に用い
る周波数帯域に応じた、水平偏波および垂直偏波のアンテナゲイン値を示している。例え
ば図６に示すように、ディスプレイユニット１２が開いている（Ｏｐｅｎ）状態である場
合、例えば2412MHzにおいて水平偏波（Ｈ）のAverage Gainは-4.2、Max Gainは2、垂直偏
波（Ｖ）のAverage Gainは-5.4、Max Gainは-2.2となる。また、ディスプレイユニット１
２が閉じている（Ｃｌｏｓｅ）状態である場合、例えば2412MHzにおいて水平偏波（Ｈ）
のAverage Gainは-22.9、Max Gainは-16.6、垂直偏波（Ｖ）のAverage Gainは-12.5、Max
 Gainは-7.2となる。
【００２４】
　次に、検出部３０２は、ディスプレイユニット１２の状態を確認する（ステップＳ４０
２）。なお、パーソナルコンピュータ１０はディスプレイユニット１２の状態をＢＩＯＳ
－ＲＯＭ１０９で把握しており、無線通信モジュール２００のデバイスドライバに通知す
る。または、デバイスドライバからＢＩＯＳ－ＲＯＭ１０９にアクセスを行うようにして
もよい。
【００２５】
　例えば、ディスプレイユニット１２の状態が開いている状態から閉じている状態に変化
する等ディスプレイユニット１２の状態に変化があった場合は（ステップＳ４０３のＹＥ
Ｓ）、制御部３０１は、ディスプレイユニット１２の状態に応じたアンテナゲイン値をメ
モリ２０５から読み出す。そして、制御部３０１は、読み出されたアンテナゲイン値と、
通信方式に対応する最大の送信電力値とをBase Band回路２０６に指定する（ステップＳ
４０４）。最大の送信電力値は、図６に示すように、ディスプレイユニット１２の状態、
通信に用いる周波数帯域に応じて規定された値がテーブルに記憶されている。Base Band
回路２０６は、指定されたアンテナゲイン値に基づいて送信出力を決定する（ステップＳ
４０５）。このようにディスプレイユニット１２の開閉状態によって送信出力を制御する
ことで、ディスプレイユニット１２を開いた状態のアンテナゲイン値に基づいて送信出力
を一義的に決定する場合に比べて、ディスプレイユニット１２を閉じた状態(Ｃｌｏｓｅ
／タブレットモード等)での、アンテナゲインの低下、送信出力の低下、無線通信の性能
の低下を防止できる。すなわち、アンテナ２０１、２０２の設けられたディスプレイユニ
ット１２の各状態に応じた送信出力およびアンテナゲイン値を設定することができるため
、無線通信性能（無線到達距離）を可能な限り向上させた状態で無線通信を行うことがで
きる。
【００２６】
　また、本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示さ
れている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施
形態に構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態に係るコンピュータの概観を示す斜視図。
【図２】本発明の一実施形態に係るコンピュータのシステム構成の例を示すブロック図。
【図３】本発明の一実施形態に係る機能の構成を示したブロック図。
【図４】本発明の一実施形態に係るコンピュータを適用した制御方法を示したフローチャ
ート。
【図５】ディスプレイユニット１２の状態ごとの設定テーブルを示した模式図。
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【図６】テーブルの一例を示した模式図。
【符号の説明】
【００２８】
　１０…コンピュータ、１０９…ＢＩＯＳ－ＲＯＭ、１０１…ＣＰＵ、１１１…ＨＤＤ、
１１３…主メモリ、１１６…ＥＣ／ＫＢＣ、２００…無線通信モジュール、２０１、２０
２…アンテナ、２０４…ＲＦ回路、２０６…Base Band回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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